
                                         
 

Stage Up242 号 2022(令和 4)年 7 月 1 日発行 財団からのお知らせ・広告 

① 土練り（荒練り・菊練り） 

粘土を形作る前に、粘土内の水分や成
分を均一にし、空気をぬくために行い
ます。 

⑥ 本焼き 
1,230 度～1,250 度くらいまで 12 時間ほどかけて温度
を上昇させて焼成します。4～5 日後に窯から出てくる作
品に出会う時がドキドキの瞬間です。思いもよらなかった
自分の作品に出会い、その驚きが更なる創作意欲へとつな
がります。ぜひ一度、挑戦してみてください。 

陶芸作品ができるまで（手びねり編）

監修 陶芸家 三宅直子（水曜教室講師） 

まずはどんな物をどんな粘土で作るかを決めます。
粘土によって、作るものによって、より良い作り方
があります。 

当プラザでの『陶芸教室』 
・初心者陶芸教室 年 3 回 春・秋・冬 １ コース 全 4 回 

・水曜、土曜教室 年 3 回 春・秋・冬 １ コース 全 1 2 回 

但し、秋は半期 ６ 回も有り 

④ 乾燥→焼成（素焼き） 

自然乾燥で一週間ほど乾かした後、
窯詰めをし、約 800℃まで 10 時間
ほどかけて温度を上昇させて焼き上
げます。 

⑤ 下絵付け→釉掛け 

専用の顔料や下絵の具で素地に絵付けをします。その後、作
品に釉薬をかけて（施釉）本焼きへと進みます。 
作品の風合いや使用
した粘土と釉薬との
相性、焼き上がりの
見栄えなどを考えな
がら施釉を行い、色
や質感の変化を楽し
みます。 

 
 

② 成形 

今回は信楽土(白)を使った器を作ります。やや大きめの器に
しようと思いますのでひも作りという技法を用います。 
 

③ 削り 

②で形作った粘土が
少し硬くなったとこ
ろ(2～3 日後)で、
様々な道具を使って
削り、仕上げます。 

 

▲本焼き前 ▲完成作品
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